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1.昭和62・63年度会長及び評議員選挙

去る 7月15日に投票用紙と選挙人名簿を発送し，次

期会長と評議員の選挙を実施した。8月15日に投禁を

締め切り .8月20日に渡辺 信(国立公筈研究所)及

び宮地和孝(東邦大 ・理 ・生)の両氏立会いのもとに

開票が行われ，次の方々が選出された。

会長梅崎勇

評議員 三本菅善昭 ・鍛 無 (北海道地区)

谷口和也(東北地区)

千原光雄 ・I.Lt岸南il庄・原 成明 ・小林 弘

三浦昭雄(&lcl*地区)

wt浜康継 ・吉田平11四良11(中部地区)

鹿本幸人 ・ ~佐JVf三 ・ 石川依久子(近畿地

区)

大野正夫 ・秋山 俊 (中IJil・凶困地区)

右回清治 ・奥岡武雄 (九州j也!xJ

2. 日本藻類学会第 2回秋季シンポジウム

10月6F-l. 日 本組物学会~~;5 1!亘l大会の関連集会とし

てF-I*諜矧学会秋季シンポジウムが!L'I-i判合治氏 (JA児

島大学水産学部)と新村 雌氏 (胤児島県水産試験場)

を世話人として鹿児島大学水盛医学部において開催され

た。昨年の新潟に続いて 2回目 のIJHftl1である。鹿児島

ほ水産学研究の盛んなi也であるため.1止話人のお二人

にはそろって演者もお願し、することになった。IIIi題は

野E幸治治.竹内 車)>.~村縦の三氏による 「漸深部

録 事一一

海泌JtN粧の刷物社会学1](1研究」と 新村 泌氏による

「南日本におけるガラモ場造成に!甥する111))題点」であ

った。座長は奥lま1iL-¥:UJ&氏 (九州大学長学部)であった。

会員の多くにと っては遠方で行われたにもかかわらず

全国から51名の参加者があり ，2時間にわたって講演

と論議が行われた。シ ンポジウム終了後記念写真の出

影を行い.引きがれ、て|司大学生協食堂において野呂忠

秀氏(鹿児院J大学7)<)2n学部)の司会で懇親会が開催さ

れた。 会は Il!:話人の野ì~lí合治氏の挨拶に始ま り. 1王!中

間1)氏の乾杯の音頭で拡を聞け援摩料理!を楽しみなが

ら211;j附近くにわたってなこ'やかに行われた。

懇親会山席者は次のとおり。4火山 陵.~崎1~~倣，

鯵坂哲朗，)ドifli宏司，務川1命好，石川依久子，市村直!(

宜. ! Uj l : ~jÉ彦 ， 井上勲， 締崎勇，絞本主幹人，忠良

l士!真由美拠IJI-kJt 良町武vjt長田1放五.大鳥海

太l封 ~j~隆 . 大塚I1 1'ítL 笠井文絵，加崎英9) ， }勝俣j!fi生.

)JII)!依季夫.小林11自子，新村 般，須田彰一郎，税庁「俊

良11，i'，;:if，ffi永治， IJI中 剛• f平 lお宏，長島秀行，南雲

(米，野|崎久義，野滋i合治.野凸忠秀，J京 成ψj，福島

|専，Ji事|土|隆夫.JfJ焔説住，銅賞!(三，本多正樹.真部

永地.jjVi口締代.宮地布陣.tJー|岸高IJI，古川浩二，吉

崎誠.717武佐紀子.吉田忠生，渡辺イ言。

野湾沿治氏，荒野村 般氏，野呂忠秀氏には会場の手

配から当日の巡営にわたる全てに行き届いた配慮を頂

いた。記してお礼申し上げる。



会員異動

新入会
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住所変更



退会

小保方潤ー(北海道). 新田勇次(東京都). 水鳥儲人(愛知県). 伊藤善夫 (Mi恨県). R. TOWi¥SEi¥:D， 

H. B. S. WOMERSLEY (オーストラリア). J. McLACHLAN (カナダ). W. F. FARNlIAM  (イギリス). R. E. 

NORRIS (南アフリカ). H. W. JOIIANSE:-> (アメリカ)

-、‘ー--、‘..--‘・-、綱--ー・-句-“・ー'‘ψ-田・-司圃困昏・‘--・・---、、--同町、-、‘--同園田，、

費助会員 北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北4西 6 毎日札幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒群阿寒町字阿寒湖畔

有限会社 シログ商会 260千葉市春日 1-12-9-103

i毎藻資源開発株式会社 160東京都新宿区新宿 1-29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和醗酵工業株式会主lパイオ事業本部パイオ開発部

100東京都千代田区大手町 1-6-1 大手111]"ピル

全国海苔貝類;魚、業協同組合連合会 108東京都港区高輪 2-16-5

K.K.白書保健科学研究所・原昭邦 173東京都板橋区大山東町 32-17

有限会社 浜野顕微鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保 1769

山本海苔研究所 143東京都大田区大森東5-2-12

弘学出版株式会社森田悦郎 214川崎市多摩区生回 8580-61

国崎真珠株式会社養耳目研究開発室 650神戸市中央区港島中町 6.3-2

神協産業株式会社 742-15 IU口県熊毛郡田布施町波野962・1
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日本学術会議だより 必~3

第 13期初めての勧告・要望出る

昭和61年11月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は.去る10月22日から24日まで第101回総会(第13期の4回目の総会)を開催しました。

今回の「日本学術会議だより」では，今総会で採択され.政府に勧告した「国立代用臓器開発研究センター(仮

称)の設立について」及ぴ要望した「我が国における学術研究の推進について一大学院の充実等を中心としてー」を

中心として.同総会の議事内容をお知らせします。

また.来年 1月に開催を予定している本会議主催の公開講演会等についてお知らせします。

密室面
総会はその初日に，会長からの経過報告.各委員会報告に続

き.規則などの改正.勧告・要望の提案がなされ.午後の各部

会での審議の上. 2日目午前中にこれらの採決が行われた。な

お.前日.21日午前に全員が出席する連合部会が開催され.こ

れらの案件の予備的な説明・質疑が行われた。 3H目は午前中.

常置委員会.午後は特別委員会が開催された。

総会の冒頭に先に逝去された.第 3部会員高官普氏(部

長)を追悼した後，新たに任命された野口 祐会員が紹介され

た。また.チェルノプイリの原子力発電所事故について.n;u-
力工学研究連絡委員会委員長から 8闘の会合における検討に基

づく.この研速の見解「原子力の平和利用と安全性」が委民民

の国際原子力機関での事飲調査検討状況と共に報告されたω

総会で決定された事項は.すべて「日本学術会議月報J11 JI 
号に詳しく掲載されるので.主要な項目の説明にとどめる。ま

ず.第 1常置委員会で鋭意検討されてきた，会則の改正，規則

及ぴ内規等が次のように係択された。会則の改正は衛生学

研迫」から「環境保健学研連」へのt.称変更である。規則の改

正は.昭和63年度の第14期会員推薦手続きの手直しであって.

その第 1は.学術研究団体(学・悩会)の登録に際し.従来の

方式に加えて会員名簿などの添付を要請すること.会員推薦の

場となる「推薦研速」に登録する学・備会を確保する方策など

である。第2は.この畳録された学・協会が会民候補者を1，11け
出る際の記載事項を追加して.推薦人の判断資料を充実させる

ことである。最後に推薦研遣が熱工学研遥から機被工学研遮へ.

衛生学研違から環境保健学研違へと変更された。

内線の改正は.日本学術会議の活動の周知と学・協会との巡

絡・悩力を維持・強化するために連絡学・協会Jの名の下

に多くの学・協会との緊密な連絡を保ってきたが.今回.これ

を「広報協力学術団体」と改称し.別1ftのようにさらに広い範

闘の学・協会と逮燐を図るように Lたものである。

特別委員会のうち，国際協力事業特委は任務を終了したので.

それに代わり，人材餐成などを含めて総合的・学際的・広滅的

な地繊の研究機関のあり方を検討するために地繊の研究般

進特委」が設置され.直ちに委員を選出して活動を開始した。

本総会では.第7部提案の「国立代用臓器開発研究センター

{仮称)の設立について(勧告)J. 第41古世徒案の「我が闘にお

ける学術研究の推進について一大学院の充実等を中心としてー

(要望)Jが採択され.直らに内問総理大臣始め関係諸機関等に

送付した。これらの詳細は別項及ぴ月報所載のとおりである。

第2日日午後尚度情報社会の展望と謀題」について自rtl

討議を行った。

国立代用膿器開発研究センター(仮称)
の設立について(勧告)

人体のある臓器が陣省ーを受け.従来の治療によっては. もは

やその機能の回復が不可能になった場合には，当然.死に至る

わけであるが.近代医学は.その臓器の機能を他のもので代瞥

することによって.未だ完全の状態と言えないまでも生命の維

持を可能に Lている。その一つの手段が人工臓器であり.もう

一つが臓器移績である。両者は代替という同じ目標を持ちなが

ら，全〈異なった研究アプローチで.それぞれ独立したテーマ

として発足し.今日の進歩をみている。例えば腎臓移績と人工

臓器との関係では.i"'i者の技術は会〈異なっている。しかし.

慢性腎不全の治療における陶ー者の制鋪的効果は極めて高いもの

である。人工臓器と臓器移纏とはあたかも車の悶輸のような関

係にあるので.医療の場において尚者を一体化した医療システ

ムが強〈要求されている。

このような関係にある両者を合わせ.代用臓器と呼んでいる

が.この研究が今後飛脳的に進めば.臓器・疾患に悩む患者の治

療に貢献することは間違いない。一方これら研究の我が国の現

状をみると.個別的に秘めて優れた成果を挙げているものもあ

るが.全体的にはまだ十分の研究体制が整っているとはいえな

い。その理由を考えてみると.臓器移値の面では，臓器取得に

関連して，殺が国の脳死問題を含む死の判定等人の考え方の相

違に基づくと思われる問題が大きいことである。人工臓器の蘭

では.基礎材料の研究に始まり，エネルギー.エネルギー変換

織俗.駆動後備や臓器機能の制御システムの開発などは，各分

野の専門家による有機的な組織のもとでの研究が必要であるに

もかかわらず，そのような研究体制が設が闘にはなかったので

ある。

医学，築学.生物学.理学.工学.農学にわたる分野の研究

者が緊密な働力研究を行い.臓器億換を安全に.有効に行うた

め生体生理機構を解明しつつ.システムとテクノロジーを確立

することが緊急に必要と考えられる。ただ本研究は臓器使換と

いう生命の尊厳に係わる医の倫理問題が関係しているため，本

研究センターの運営には.人文社会科学系の")j・4の参加を求め.

また.本研究センター内の活動に係わっては.研究者の倫理的

思考の行き過ぎを抑制し.社会の理解を深めるなど隠の倫理を

検討する組織の設置を百十闘し.運営機備が一方では開発研究k
あたって独創的研究を積極的に推進l...厳銀世換という医療が

ここに飛躍的に進展するよう期待したい。

詳細は日本学術会議月報11月号・を参照されたい。



我が固における学術研究の推進について
一大学院の充実等を中心としてー{要望}

次の代を担う若い人逮をどうしたら立派に育成することがで

きるかという問題は.その国の将来を決める上で重要である。

日本学術会議においても第13期活動計画の中にこの種の問題の

重要性をうたっているが.これからは経済的のみならず学術的

にも大き〈世界に貢献する立場にi置かれているだけに.独創的

な若い人逮を育成する必要が一段と強まっている。

学術研究推進のための一つの大きな柱と Lて若い研究者の育

成，特に大学院の充実等を中心としてまとめる際.むずかしい

基本的な問題点は.学問分野によって事情が箸L<奥なるが.

今回の「要望』はおおむね各分野に共通する問題であり緊急性

の高いものにしぼってまとめた。その中では学聞の急速な進歩

に対応・し得るよう.長期的展望にたって大学院(必要な人員.

設備.建物面積や経常費等}を抜本的に強化充実を図る必要性

を強調し.さらに大学院における人材養成について纂本的問題

を踏まえて.大学が大学院の内容を自主的に検討し.改静すべ

き点は積鍾的かつ的確に実現していくことが必要である。

一方研究者の膚をもっと厚<L，研究主主盤を強化L，特に基

礎的科学の分野の充実を図ることが急筏である。研究者の交流

その他.畿hの問題があるが. ・つの新しい建設的提言?と Lて

地繊的研究機憎の設立がある。研究機器が年キ性能が向上する

と共にその価絡が高くなる情勢下において.効率よく使う仕組

みが要求されている今日.日帰りで使える地理的範聞に先端的

機器を配置すると共に.その場を.その地岐に特徴的な Lかも

世界的レベルの独創的研究を育成する場とし.研究者の日常的

交流.協力を.国内.圏外.産官学の広い範聞にわたって閃ろ

うとするものである。その他年キ加速度的に盛んになる同際交

流についても.特に若い研究者逮が日常的に国際的餓争の場の

中で育成される条件を整えることが盈要である。

この要望は大学院の充実という.考えようによっては当然の

事柄が，現在あまりにも不十分である現実を前にして.闘に対

して.また大学自身に対して出されたものである。

詳細li，日本学術会議月報11月号を参照されたい。

広報協力学術団体の申込について

本会議では.第101回総会で内規の一部改正が行われ.従来

の「違絡学・崎会」は.名称を「広報協力学術団体」と改め.

資格要件也大幅に緩和されました。「広報儲力学術団体」とは

本会議活動の周知を図るとともに.各分野の学術研究団体との

緊密な連絡・働力関係を維持L，強化するため広報活・動に協力

してもらうために指定する団体です。詳細は事務局にお問い合

わせください。

なお.登録学術研究聞体.従来からの連絡学・儲会は自動的

に指定されたものとみな Lます。

自由討議一高度情報社会の展望と課題一

この自由討議は今期に設置された.高度情報社会特別委員会

のメンバーが.個人の立幼で.米るべき高度情報社会の展望と

課題についての意見を発表 Lたものである。第 3部竹内啓

(可能性と展望)，第5部平山 博{技術的展望と問題点)，第

2部正図彬(人権)，第4部坂井利之{人間)，第 1部東洋

(教育}の各会員がそれぞれ付記したサプテー7 について問題

を提起した。これに続いて.第7部梅垣洋一郎{医学・医療)，

第6部飯田 裕(情報と図書館)の各会員からコメントが提出

された。

すべての都にまたがる広汎な分野からの発表であるから.そ

の対象・論旨は多様であったが.あえて要約すると以下のよう

である。

これまでの r人」と『物」の社会に.これらと独立して「情

報」が生まれた。情報の処理.通信(伝送)，記憶の超高速.

巨大化と認畿・識別の高度の発展により.労働形態・教育・医

療も含めて社会を大きく変化させることが予想される一面.人

犠.人間疎外を始めとする影の締分にも十分に配慮する必要が

強調された。

なお.この自由討議は別途刊行される予定である。

財団法人日本学術協力財団設立

日本学術会議と?倒産に迎携しつつ.本会議の成果を悶民に還

元するため出版事業や凶際会議の計闘策定などを行う倒)日本学

術協)J財団{〒106 東京都港区凶麻哨i3 -24-20 TEL 03(40 

3)2860)が10月17日.内問総J!I!.大阪所管の公益法人として設立

されま Lt.ニ。

この財問は事業のーっと Lて.日本学術会議総会時における

自由討議等を「日学双書」としてシリーズで発行・販売するこ

とにしており.当副.脳死をめぐる諸問題(1]月初旬発行)，

21世紀の学術 02月中旬発行 F定)及ぴ高度情報社会の展望と

謙題 (2月中旬発行予定)が予定されています。

学術研究団体調査についてのお願い

日本学術会議事務局では.昭和61年7月1日現在で金聞の学

術研究団体(いわゆる学・協会)の調査を実施しています。

この調査は，全国の学術研究開体の最近の活動状況を把鑑す

ることを目的と Lており.主要な項目については総覧」と

して刊行することを計画Lております。

当事務局で承知している各学術研究団体には.既に調査依頼

を行っておりますが.最近発足した学術研究団体などで調査依

績が未着のところがありま Lたら.当事務局推麗管理事務室あ

てに御迫絡〈だきるようお願いします。
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公開講演会開催のお知らせ

本会議は， 9月27日 r21世紀の学術」をテーマとした公開講

繍会を開催したが.第2回目の公開講演会を次のように企両L
ているので.多数の方キの御来場をお願い Lt.:い。
食テーマ学聞の自由と科学者の貧任

会日時昭和62年 1月24日{土113時30分ー17時

食会湯日 本 学 術 会 議 講堂

* 演題及び識者
O 科学研究の環境と斜!7:者の責任{大木造則 第4郎会員.

東京大学理学部教授)

O 学聞の自由と教育の自由(太田発第 1部会員.東京

大学名誉教授)

O 生命科学の進歩と科学者の貨任(渡辺格第4邸会1'1，
北里大学衛生学部教綬}

* 申込方法:往復はがき{住所，氏名を明記)

*定 員:3∞人{先着順}

食申込締切日:昭和62年 1月17日(土)

台市込先:干106 東京都港区六本木7-22-34 

日本学術会議事務局庶務課講演会係

多数の学協会の御協力により日本学術会議だより」

を掲歳Lていただくことができ.ありがとうございます。

なお.御意見・お問い合わせ等がありましたら下記まで

お寄せください。

〒106 港区六本木7-22-34 

日本学術会議広報委員会

{日本学術会議事務局庶務課)

電話 03 (403) 6291 




